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液晶テレビ“レグザ（REGZATM）”の進化

進化する液晶テレビ技術
Evolving LCD TV Technologies

Evolution of REGZATM High-Definition LCD TV

デジタルメディアネットワーク社 TV技師長　Digital Media Network Co.

“レグザ（REGZATM）”は，東芝が2006年3月からグローバルに展開しているデジタ
ルハイビジョン液晶テレビ（TV）の新ブランドです。REGZATMは“Real Expression 
Guaranteed by amaZing Architecture”を意味し，“お客さまに卓越感，本質感，
及び高質感を提供する”というコンセプトのもと，高画質と使いやすい機能に
重点をおいて開発を進めています。特に，REGZATMの高画質を支える“メタブ
レインTM（Meta BrainTM）”は，当社が長年にわたり培ってきた映像の高画質化
技術の粋を集めた映像エンジンで，市場から高い評価を得ています。
当社は，高画質をベースにREGZATMのラインアップを充実させ，グローバル
に展開しています。特に国内では，Z，H，及びCの特徴ある3シリーズを市場に
投入しています。Zシリーズは，最高画質に加え，インターネット接続や外付け
ハードディスク装置（HDD）を利用した録画など，最新機能を装備したフルHD
（High Definition）ネットワークモデルです。Hシリーズは，内蔵したHDDに番
組を録（と）りためて好きな時間に見るなど，新しい視聴スタイルを提案するレ
コーディングモデルです。Cシリーズは，TVの基本性能である受信機能を充実
させ，使いやすい機能を満載した高画質シンプルモデルです。
デジタル技術の進歩により，ハイビジョン放送などの高画質番組やインター

ネットを利用した豊富なコンテンツの視聴，また，REGZATMと接続した周辺機
器を連携させTVリモコンで操作できる“レグザリンクTM”など，便利で魅力的
な機能を実現できるようになりました。同時に，デジタル技術の進歩は液晶TV
のコモディティ化を促進しており，適切な価格で提供できるようになりまし
た。今後，アナログ放送の終息がグローバルに予定されており，TVのデジタル
化はいっそう進むと思われます。
この特集では，グローバル展開の核となるREGZATMの高画質化技術，ネット

ワーク技術，及び将来に向けて開発中のTV技術についてご紹介します。
当社は，今後も最先端のデジタル技術を駆使し，お客さまにとって魅力ある

製品を提供できるように開発を進めていきます。
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